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別
記
様
式
第
一
号

天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
利
子
補
給
費
補
助
金
交
付

申
請
書
(又
は
実
績
報
告
書
)

昭
和

鳥
取
県
知
事

市

下
記
の
と
お
り
天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す
る
資
金
融
通
に
関
す
る
利
子
補
給
費
及
び
損
失
補
償
費
補
助
金
交
付
要
綱

に
よ
り
、
(又
は
昭
和
″
年
  
月

日
付
鳥
取
県
指
令
受
農
政
第
   
号
で
補
助
金
交
付
の
決
定
の
通
知
が
あ
つ
た
昭
和

年
度
の
天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す
る
利
子
補
給
の
事
業
→
修
了
Lた
の
で
、
)利
子
補
給
費
補
助
金
    
円
で

の
交
付
を
申
請
(叉
は
事
業
実
績
を
報
告
)し
ま
す
。

村
長

1 
事
業
の
目
的

言
己



一）　巾ＦＲ終

００日〇〇

天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
に
基
き
、
天
災
に
よ
つ
て
被
害
を
受
け
た
被
害

農
林
漁
業
者
に
対
し
、
そ
の
経
営
等
に
必
要
な
資
金
の
融
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
利
子
補
給
を
行
い
、
経
営
の
安
定
に
資
す
る
。

2 
市
町
村
の
単
協
に
刻
~す
る
補
助
計
画
(又
は
実
績
)

澤《畔麟ぱШ幽ぐEER購黒響

資
 
金

利
子
補
給
の
な
い

場
合
の
貸
付
利
卒
(B)

補
助
害
」
合

|

利
子
補
給
補
助
額
 |
備

考

(注
) 
「
備
考
」
欄
に
は
、
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
入
す
る
こ
と
。

「
補
助
害
J合
」
欄
に
は
、
次
表
に
よ
り
記
入
す
る
こ
と
。

貸
付
利
卒
(A)|

市
町
村
補
助
率
 |

■
__22翌

____上
_■
__

11分
7厘
5毛

|

ltt l厘
5毛

1害
1

6厘
|

年年
6分
5厘

3分
5厘

年
 3分
5厘
以
内
  1 
年

4分
2厘
2千
5糸
1 1分
4厘
7毛
5糸

1 
害
」

3 
計
算
明
細
計
画
(又
は
実
績
)

、ヽ
ヽ´レ

/~｀

ヤヽ、

●「

第
別
臨 資 先謝

資
金
層UI業
態
別

申二鶏織

〇州＝〇〇

轟≪底ぶ鷺壼響む回∞Ｎ駅〓辟””轟雪

(注
)1 
「
資
金
別
、
業
態
別
」
の
欄
は
、
別
表
の
区
分
に
よ
り
記
入
す
る
こ
と
。

2 
「
年
月
日
」
欄
は
、
こ
の
補
助
金
の
申
請
に
係
る
期
間
内
に
お
け
る
融
資
残
高
の
異
動
の
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。

3 
「
償
還
額
」
欄
に
は
、
こ
の
補
助
の
申
請
に
係
る
期
間
内
に
償
還
し
た
額
を
記
入
す
る
こ
と
。

4 
「
中
間
融
資
残
高
」
欄
中
「
総
額
」
欄
に
は
、
こ
の
補
助
金
の
申
請
に
係
る
期
間
の
当
初
融
資
額
、
「
延
滞
額
」
欄
に
1/■
、
こ
の
補
助
の
申

請
に
係
る
期
間
内
の
約
定
に
よ
る
償
還
額
の
う
ち
延
滑
と
な
つ
た
額
を
記
入
す
る
こ
と
。

5 
「
貸
付
期
間
1側
に
1ま
、
融
資
残
高
に
異
動
の
あ
つ
た
と
き
に
は
、
異
動
の
あ
つ
た
度
ご
と
に
区
分
し
て
そ
の
期
間
を
記
入
す
る
こ
と
O

4 
収
支
予
算
書
(又
は
収
支
精
算
書
)

И )収
 
入
 
の
 
部



∝　中掟Ｒ終

日劇劇〇〇

県
補
助
金
1    

円
1    

円
|

市
町
村
費
|    |    |

轟　≪

い
)支
出
の
部

備
一
嘲『
〕一増 一

分

|   |   
¬   

¬  
¬

・本
年
度
予
算
額

(蚤
線
本年
度精
)

前
年
度
予
算
額

(番
鰻
本
年
度
言
)

「
区
分
」
欄
は
、
別
表
の
資
金
別
、
業
態
別
区
分
を
記
入
す
る
こ
と
。

Ш腿」◆　Ш∞∝駅〓＃鍛一日終蟹

ノ

´
^1

ユ
、ヽ

Cヽ
R.
「F4
召〇〇

(男
U  
ヲ 疑
)

中ＦＲ終騨　≪　畷　麟　盛、回幽◇　皿舘雪〓辟認黒田

螢
別

|一
酉

主

茎
―
∫

―

百
T^¬
預
魃

一
般
営
農
資
金

層
J

業業業

施勁蔵復1日

資

被
害
農
林
漁
業
者

指
定
地
区
経
営
′
資
金

彼
害
農
林
漁
業
者

一
般
地
区
経
営
資
金

農林漁　農林漁農

業　業　業
果
樹
栽

樹
苗
育

資
 
金

資
 
金

漁
具
経
営
資
金

養
殖
経
営
資
金

開
拓
営
農
資
金

指
定
地
区
経
営
資
金

特
定
地
区
経
営
資
金

激
甚
地
区
経
営
資
金

林漁

業業業業業業

業業業業業業業

農林漁農林農林

業業業

農林漁

共
同
利
用
施
設
資
金



ｃ】中二Ｒ繊

ぽ＝召一〇

聯《哄麟虚回艘ぐ　宙紙駅〓購露轟雷

別
記
様
式
第
二
号

昭
和

鳥
取
県
知
事

天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
損
失
補
償
費
補
助
金
交
付
申
請
書

年
  
月
  
日

殿

市
   
町

村
   
長

天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
利
子
補
給
費
及
び
損
失
補
償
費
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
り

損
失
補
償
費
補
助
金

円
の
交
付
さ
れ
た
く
申
請
し
ま
す
。

1 
事
業
の
目
的
    

｀

天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
に
も
と
づ
い
て
災
害
に
よ
つ
て
被
害
を
受
け

た
被
害
農
林
漁
業
者
に
対
し
、
そ
の
経
営
等
に
必
要
な
資
金
の
融
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
貸
し
付
け
た
こ
と
に
よ
つ
て
受
け
た
損

失
の
補
償
を
す
る
。

2 
事
業
実
績

市
町
村
の
損
失
補
償
実
績

融
資
機
関
名
1誉
    
条

市
町
村
損
失
補
償
額
 1 
備

損
失
補
償

糧
電
雪
7 1損

失
発
生
額

ヽ

ダ　′

き

申露Ｒ終

癬副劇〇〇

回図爛　置震口〓計露黒雷 騨《Щ爵虚

3 
市
町
村
が
損
失
補
償
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た
理
由

A 
損
失
補
償
が
被
害
農
林
漁
業
者
の
延
滞
に
起
因
す
る
場
合

損
失
補
償
が
必
要
と
な
つ
た
理
由

(1)被
害
農
林
漁
業
者
の
状
況

(災
害
名

(融
資
機
関
名

墓
』
像
信
1 当
初
貸
付

農
1攣
参
硬
停
劃
貸
付
金
が
担

(注
) 
「
経
営
規
藁
」
欄
に
は
、
田
、
畑
の
作
付
面
積
、
牛
馬
の
飼
養
頭
数
そ
の
他
具
体
的
に
記
載
し
、
「
損
失
補
償
請
求
ま
で
に
融
資
機
関
の
と
つ

た
債
権
販
立
措
置
」
及
び
「
貸
付
金
が
損
失
補
償
の
対
象
と
な
る
に
至
つ
た
理
由
」
欄
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
。

損一　本
一　一万

終還日

最償期
一Ｌド‐

一］
一‐明

漁者　名

林
害業　氏

運営概況

年る高高

かけ最

一おの

去に金

過内貯残

営模
経規

最
近
の
事
業

年
度
の
年
間

販
売
販
扱
高

最
近
の
事
業

年
度
の
年
間

購
売
取
扱
高

同
左
の
貸
付
金

の
最
高
残
高

そ
の
他
参
考
と

な
る
べ
き
事
項



ヽど　申二Ｒ繊

・̈Ｐ↑●彗

円
1    

円
|

~~可
~  |

1農
業
手
形

1災
害
資
金

1当
座
的

|そ
の
他

澤　ぐ　嗽　警　虚「寵圏ぐ　Ш浜駅〓き露晨圏

損
失
補
償
請
求
時
(又
は
そ
の
前
月
末
)の
試
算
表
を
添
付
す
る
こ
と
。

「
最
近
の
事
業
年
度
の
年
間
販
売
取
扱
高
」
及
び
「
最
近
の
事
業
年
度
の
年
間
購
売
販
扱
高
」
欄
は
融ゝ
資
機
関
が
信
用
事
業
以
外
の

事
業
を
も
あ
わ
せ
行
う
場
合
に
の
み
言
己入
す
る
こ
と
。

国
 
損
失
補
償
又
は
損
失
補
償
費
補
助
金
交
付
申
請
ま
で
に
関
係
機
関
の
と
つ
た
措
置
の
う
ち
、
次
の
事
項
に
関
す
る
概
要
の

|]1 
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
し
経
営
資
金
等
を
貸
し
付
け
る
た
め
の
資
金
を
農
業
協
同
組
合
等
(以
下
「
経
由
融
資
機
関
」

と
い
う
。
)に
対
L″
貸
し
付
け
た
農
林
中
央
金
庫
ゝ
農
業
協
同
組
合
連
合
会
等
(以
下
「
連
合
会
等
」
と
い
う
。
)が
市

町
村
に
対
し
損
失
補
償
を
す
る
時
ま
で
に
採
つ
た
措
置

(21 
契
的
に
よ
り
市
町
村
が
損
失
補
償
を
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
場
合
に
は
、
市
町
村
が
損
失
補
償
ま
で
に
と
つ
た
措
置

(債
権
取
立
促
進
指
導
そ
の
他
)

B 
損
失
補
償
が
経
由
機
関
の
延
滞
に
起
囚
す
る
場
合

日
 
損
失
補
償
が
必
要
と
な
つ
た
理
由

11)経
由
融
資
機
関
の
状
況

ヘ

申護鶏総

の召召〇〇

経
由
融
資
機
関
に
融
資
し
た
融
資
機
関
名

経
由
融
資
機
関
名

(災
害
名

当
初
貸
付

黛
月 営
1金
額

経
由
融
資
機
関
に
融

資
し
た
融
資
機
関
が

経
由
融
資
機
関
か
ら

回
収
し
た
金
額

騨≪蛾ここ、菫瞥φｍ
浜駅〓貯器黒瞥

|

| | | |
| | | |

12)添
付
書
類

損
失
補
償
請
求
時
(又
は
そ
の
前
月
末
)に
お
け
る
経
由
融
資
機
関
の
試
算
表
、
最
近
年
次
の
業
務
報
告
書
、
運
営
の
概

要
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類

国
 
損
失
補
償
又
は
損
失
i書
i償
費
補
助
〈′I女
付
圭
で
に
質
係
機
関
の
と
つ
た
措
置
の
う
ち
次
の
事
項
に
関
す
る
概
要
の
説
明
11)契

約
に
、よ
り
市
町
村
が
授
失
補
償
と
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
場
合
に
は
、
市
町
村
が
損
失
補
償
ま
で
1/Cと
つ
た
措
置
(債
権
l反

立
促
進
指
導
そ
の
他
)の
概
要

日
 
添
 
付
 
書
 
類

融
資
機
関
の
市
町
村
に
対
す
る
損
失
補
償
申
言i書
の
写
を
添
付
す
る
こ
と
。

4 
収
支
精
算
書

И
)牧
入
の
部



十「　血緯Ｒ銀

卜測劇〇〇

区
    
分
 1 
本
年
度
精
算
額
 |

県
費
補
助
金
1     

円

本
年
度
予
算
額

い
)支
出
の
部

騨　≪　瞑　苔　曜　Ш墜◇　皿鶏駅〓購露黒雪

1損
失
補
償
額

|

備

嘲
対一増

別
1区

紛
|

本
年
度
精
算
額
 1 
本
年
度
予
算
額

|

八
Ｌ

にヽ　・

ト
  
ノ

晴護ま総

∞耐召〇〇

別
記
様
式
第
二
号

昭
和
OO年
度

農
林
省
所
管

○
○
補
助
金
調
書

く　Ｌ　群繊m幽φm賦計黒晋

| 
¬ 
¬
 
早 
¬
 
鳴 
叫

三
二

17:|■
_L_L__」
 |  |  |  |  |  |  |  |  |  |

記
載
要
領
1 
「
補
り
〕 事
業
名
」
欄
に
は
、
補
助
事
業
等
の
名
称
の
ほ
か
、
当
該
補
助
事
業
等
に
要
す
る
経
費
の
配
分
を
記
載
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

経
費
の
配
分
の
記
載
は
、
補
助
条
件
等
に
よ
り
そ
の
変
更
を
禁
止
さ
れ
、
又
は
そ
の
変
更
に
つ
き
承
認
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
経
費
ιD配
分
の

み
を
特
記
し
、
そ
の
他
の
経
費
の
配
分
は
、
「
そ
の
他
」
と
し
て
一
括
記
載
す
る
こ
と
。

.2 
「
科
目
」
欄
に
は
、
歳
入
に
あ
つ
て
は
、
歎
、
項
、
日
及
び
節
を
、
歳
出
に
あ
つ
て
は
歓
、
J:及
び
目
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
「

補
助
事
業
名
」
欄
に
特
記
し
た
経
費
に
対
応
す
る
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
予
算
の
経
費
が
日
の
内
訳
の
経
費
で
あ
る
と
き
は
、
歳
出
の
「
科
目
」
欄
に

は
、
そ
の
日
の
内
訳
ま
で
言
己載
す
る
こ
と
。

3 
「
予
算
現
額
」
欄
に
は
、
歳
入
に
あ
つ
て
は
、
当
初
予
算
額
、
追
加
更
正
予
算
額
等
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
額
を
、
歳
出
に
あ
つ
て
は
当
初
予
算

額
、
追
加
更
正
予
算
額
、
予
備
費
支
出
額
、
流
用
増
減
額
等
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
額
を
記
載
す
る
こ
と
。

4 
「
備
考
J欄
に
は
、
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
適
宜
記
載
す
る
こ
と
。

5 
補
助
事
業
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
予
算
額
の
繰
越
(歳
出
予
算
額
の
一
部
又
は
全
部
を
執
行
せ
ず
、
そ
の
執
行
し
な
か
つ
た
部
分
の
額
に

相
当
す
る
金
額
を
新
た
に
翌
年
度
予
算
に
計
上
す
る
場
合
を
含
む
)が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
翌
年
度
に
行
わ
れ
る
当
該
補
助
事
業
等
に
係
る
補
助

金
等
に
つ
い
て
の
調
書
の
作
成
は
、
本
表
に
準
じ
て
別
に
作
成
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
,ま
、
歳
入
の
「
科
目
」
欄
に
「
前
年
度
繰
越
金
」
の
区
分
を

設
け
、
そ
の
「
予
算
現
額
」
及
び
「
収
入
済
額
」
の
数
字
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
国
庫
補
助
金
額
を
内
書
(  )す

る
こ
と
。
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